
本
市
農
業
は
、
都
市
近

郊
農
業
と
し
て
新
鮮
で
安
全

な
農
産
物
を
提
供
し
、
ま
た

良
好
な
都
市
環
境
を
保
全
し

て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

農
業
に
関
す
る
基
本
理
念
を

定
め
、
市
の
責
務
を
明
ら
か

に
し
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、
農
業

基
本
条
例
を
定
め
よ
。

市
長

ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、

年
に
ス
タ
ー
ト

す
る
新
総
合
計
画
の
中
で
、

都
市
近
郊
農
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

助
役

新
鮮
で
安
全
な
食

材
の
供
給
、
緑
地
や
防
災
空

間
、
自
然
や
景
観
の
保
全
と

し
て
市
民
に
潤
い
を
与
え
る

本市の特産である田辺ナス

な
ど
多
面
的
機
能
を
持
っ
て

い
る
。
農
業
振
興
に
つ
い
て

は
取
り
組
む
べ
き
重
要
施
策

と
認
識
し
て
い
る
が
、
当
面

は
農
業
振
興
や
地
域
整
備
計

画
及
び
基
本
構
想
見
直
し

で
、
都
市
近
郊
農
業
振
興
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

ナ
ス
、
エ
ビ
イ
モ
、
茶

な
ど
地
域
特
産
物
が
あ
る

が
、
年
々
生
産
量
が
減
少
し

て
い
る
。
地
域
特
産
物
の
継

承
の
た
め
、
兼
業
農
家
、
定

年
後
、
就
農
な
ど
に
対
し
て

支
援
を
考
え
よ
。

経
済
環
境
部
長

地
域
性

を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
都
市
近

郊
の
有
利
性
を
生
か
し
た
中

で
、
生
産
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
市
内
に
多

く
の
消
費
者
を
抱
え
る
こ
と

か
ら
地
産
地
消
の
取
り
組
み

も
必
要
。
さ
ら
に
京
の
伝
統

野
菜
な
ど
他
の
産
地
と
区
別

で
き
る
作
物
の
普
及
も
重
要

と
考
え
て
い
る
。

消
費
者
と
結
び
つ
い
た

生
産
と
流
通
の
促
進
を
図
る

た
め
、
直
売
所
や
ハ
ウ
ス
建

設
の
助
成
、
販
売
に
対
す
る

市
民

な
ど
を
進
め
よ
。

経
済
環
境
部
長

農
業
者

と
消
費
者
が
結
び
つ
い
た
地

産
地
消
の
取
り
組
み
が
数
多

く
行
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
に
対
し
て
支
援
や
援

助
を
行
っ
て
い
る
。

荒
廃
農
地
の
解
消
に
向

け
対
策
を
進
め
よ
。

経
済
環
境
部
長

荒
廃
農

地
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、

農
地
の
流
動
化
、
農
作
業
受

委
託
組
織
の
育
成
に
努
め
る
。

女
性
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
視
野
に
入
れ
た
形
で
の
女

性
ル
ー
ム
の
設
置
を
、
駅
周

辺
か
、
も
し
く
は
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
中
、
あ
る
い
は
商
店

街
の
空
き
店
舗
等
を
利
用
し

て
実
施
で
き
な
い
か
。

市
長
公
室
長

女
性
セ
ン

タ
ー
等
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
中
核
的
拠
点
の
整
備
と

し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
女
性
ル
ー
ム
に

つ
い
て
も
、
こ
の
検
討
の
中

で
駅
周
辺
等
で
の
既
存
施
設

の
活
用
も
含
め
た
設
置
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

母
子
家
庭
の
児
童
、
生

徒
を
対
象
と
し
て
支
給
さ
れ

る
母
子
家
庭
奨
学
金
や
高
等

学
校
奨
学
金
な
ど
の
制
度
を

記
し
た
一
覧
表
が
、
児
童
福

祉
課
で
作
成
さ
れ
、
必
要
な

方
に
手
渡
し
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
だ
そ
の
周
知
度
は
低

い
よ
う
に
思
う
。
市
民
課
の

窓
口
で
も
、
対
象
者
に
そ
う

し
た
一
覧
表
を
配
布
で
き
な

い
か
。

福
祉
部
長

可
能
な
の
で
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
ま
た
広
報
紙
で
の
周

知
徹
底
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
現
場
に
お
け
る
不

審
者
侵
入
対
策
と
し
て
、
現

在
予
定
さ
れ
て
い
る
改
善
策

以
外
に
、
教
室
の
入
口
や
職

員
室
等
の
窓
ガ
ラ
ス
を
透
明

に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

か
。
ま
た
、
各
教
室
に
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
、
緊
急

時
に
職
員
室
と
連
絡
を
取
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。

教
育
部
長

入
口
の
扉
の

透
明
化
に
つ
い
て
は
、
学
校

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

田
辺
高
校
生
に
通
学
路

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
京

街
道
線
に
は
、
街
灯
が
一
本

し
か
な
い
。
早
急
に
防
犯
灯

を
設
置
せ
よ
。

経
済
環
境
部
長

地
区
の

区
長
と
協
議
し
た
中
で
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
民
課
に
寄
贈
さ
れ
た

封
筒
に
つ
い
て
、
善
意
の
寄

附
と
い
う
こ
と
だ
が
、
寄
附

で
あ
っ
て
も
、
印
刷
を
し
た

会
社
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
な

り
の
利
益
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
善
意
の
寄
附

と
受
け
と
っ
て
良
い
の
か
。

福
祉
部
長

市
の
経
費
削

減
と
い
う
こ
と
で
、
申
し
入

れ
を
受
け
て
、
導
入
し
た
。

入札
改革

公
共
事
業
入
札
の
大
半

が
行
政
の
不
備
と
業
界
癒
着

で
談
合
体
質
を
呈
し
、
税
金

の
無
駄
遣
い
と
な
っ
て
い
る
。

北
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
工

事
請
負
は
、
．

％
の
落

札
高
値
で

が
受
注
。
市

長
も
落
札
の
高
止
ま
り
に
遺

憾
を
表
明
。
城
陽
、
宇
治
の

入
札
妨
害
や
談
合
認
定
も
あ

り
、
入
札
、
発
注
の
大
胆
な

改
革
が
早
急
に
不
可
欠
だ
。

横
須
賀
市
等
の

入
札

例
に
学
び
、
入
札
業
者
が
事

前
に
判
明
し
な
い
競
争
原
理

で
公
正
入
札
の
実
現
を
。

建
設
部
長

基
本
は
一
般

競
争
入
札
で
、
入
札
制
度
改

善
は
検
討
中
。

入
札
は

２
０
１
０
年
度
迄
に
実
施
。

市
長

入
札
制
度
見
直
し

の
検
討
を
指
示
し
て
い
る
。

文
化
ホ
ー
ル
、
小
音
楽

ホ
ー
ル
建
設
は

文
化

施

策
の
貧
困
を
嘆
く
市
民
の
強

い
要
望
。
市
役
所
周
辺
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
構
想
は
多

く
の
市
民
に
不
便
。
利
便
性

高
い
三
山
木
駅
前
や
田
辺
振

興
局
周
辺
等
に
、
次
期
総
合

計
画
で
具
体
化
を
。

市
長
公
室
長

ホ
ー
ル
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
。

教
育
部
長

小
規
模
音
楽

専
用
ホ
ー
ル
は
困
難
。

助
役

同
女
大
の
新
島
記

念
講
堂
の
利
用
を
。
総
合
計

画
に
文
化
施
設
計
画
を
。

介
護
認
定
の
誘
導
と
地

域
医
療
と
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
。
個
人
健
康

デ
ー
タ
の
共
有
で
、
病
気
予

防
と
健
康
維
持
ケ
ア
を
。
年

間

万
円
以
上
の
医
療
費
抑

制
を
実
現
し
た
長
野
県
の
実

例
に
学
び
、
予
防
医
療
、
介

護
認
定
、
保
健
補
導
員
制
度

な
ど
家
庭
訪
問
の
徹
底
を
。

福
祉
部
長

高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
で
充
実
を
図
る
。

ケ
ア
マ
ネ
の
資
質
向
上
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
切
。

薪
幼
、
小
学
校
児
童
と

地
域
住
民
、
保
護
者
の
長
年

の
要
望
、
手
原
川
沿
道
通
学

路
の
安
全
整
備
と
新
橋
建
設

を
。
教
育
委
員
会
の
誠
意
あ

る
対
応
と
話
し
合
い
で
実
現

を
。
も
う
待
て
な
い
。

建
設
部
長

手
原
川
新
橋

は
概
算
５
千
万
円
で
困
難
。

経
済
環
境
部
長

防
犯
灯

設
置
は
地
元
と
協
議
す
る
。

教
育
部
長

薪
小
プ
ー
ル

下
の
橋
利
用
ル
ー
ト
が
最
適
。

に
、
そ
の
経
営
状
況
や
技
術

力
に
つ
い
て
の
客
観
的
事
項

に
つ
い
て
受
け
る
審
査
の
こ

と
。

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

（

面
７
段
目
）

暴
力
を
受
け
た
被
害
者
の

保
護
、
相
談
へ
の
対
応
、
被

害
者
の
自
立
へ
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
な
ど
被
害
者
に
対
す
る

様
々
な
援
助
を
行
う

緊
急

一
時
避
難
所

の
こ
と
で
、

民
間
団
体
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
も
の
。

介
護
認
定
の
訪
問
調
査
や
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
り
な
ど
を
行
う

専
門
職
の
こ
と
。

経
審

（
７
面
９
段
目
）

経
営
事
項
審
査

の
略

称
で
、
建
設
業
者
が
国
や
地

方
公
共
団
体
等
が
発
注
す
る

公
共
工
事
を
請
け
負
う
場
合

地
方
自
治
体
が
発
注
す
る
工

事
な
ど
の
入
札
手
続
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
う
シ
ス

テ
ム
の
こ
と
。

ケ
ア
マ
ネ（

６
面
左
５
段
目
）

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
略

称
で
、
介
護
保
険
制
度
で
要

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

（
３
面
左
３
段
目
他
）

働
く
女
性
の
た
め
に
、
子

育
て
の
経
験
の
あ
る
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
育
児
を
手

助
け
す
る
制
度
の
こ
と
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ

（
４
面
右
４
段
目
）

都
市
計
画
に
お
い
て
区
域

ご
と
に
建
物
用
途
を
制
限
す

る
こ
と
。

入
札（

６
面
左
２
段
目
）

電
子
入
札
の
こ
と
で
国
や

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
３
面
右
３
段
目
）

平
成

年
７
月
に
制
定
さ

れ
た

次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法

に
よ
り
、
市
町

村
が
次
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、

育
成
さ
れ
る
社
会
の
形
成
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定

す
る
行
動
計
画
の
こ
と
。

用
語
の
解
説

井

上

薫

議
員
（
共
産
党
）

橘

雄

介

議
員
（

市
民
の
会
）

南

部

登
志
子

議
員
（
一
新
会
）

京田辺市明るい

選挙推進協議会

年（平成 年） 月 日

入札制度関連の記事と改革提言書

宇治駅前にある市民交流プラザ
ゆめりあ・うじ


